
事業概要
（400字以内）

都市計画道路城山北公園線は、松江市の市街地を東西に貫く主要な幹線道路であり、沿線には国宝松
江城、県民会館、裁判所、赤十字病院、総合体育館など、重要な公共施設や民間施設が集積している。
本事業は、安全で円滑な道路交通を確保し、中心市街地の活性化と都市機能の強化を図るため、歴史

的な街並みの景観に配慮しながら、車道の４車線化、歩道の拡幅、電線類の地中化などを実施したもので
ある。
開通後は、市街地の渋滞が緩和したほか、安全性や快適性の向上により歩行者数が増加するなど、ま

ちの賑わいの創出につながっている。
事業実施にあたっては、まちづくりとの連携や合意形成を図るため、ワークショップやアンケートで地域の

声を聞き、専門家を交えた「大手前通りみちづくり協議会」からの提言をもとに、まちと調和するデザイン、
親しまれる道路空間づくり、歴史資源の活用を目指して、道路の具体的なデザインを決定した。

事業規模

事業延長 １０４７．５ｍ

幅 員 ２９ｍ

事業期間 平成15年度～平成３０年度

事 業 費 約１３０億円
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応募No. １６

事業主体 島根県松江県土整備事務所 実施都市名 島根県松江市

応募者名 島根県土木部都市計画課

ふりがな
事業名称

じょうざんきたこうえんせん としけいかくがいろじぎょう

城山北公園線 都市計画街路事業

事 業 概 要
（城山北公園線都市計画街路事業）



事 業 位 置 図
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都市計画図(用途地域図)
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平面図
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横断図
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路線全体の進捗状況
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都市計画道路 城山北公園線 総延長 Ｌ＝１０４７．５ｍ Ｗ＝２９ｍ
今回応募区間 Ｌ＝１０４７．５ｍ Ｈ３０年度完成
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事 業 前 写 真
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平成３０年８月撮影

事 業 後 写 真

平成１８年１１月撮影

（松江城側から撮影）

（松江城側から撮影）
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事 業 前 写 真
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事 業 後 写 真

平成３０年８月撮影平成１４年１１月撮影

 安全な歩行空間及び
自転車通行空間の確保

 中心市街地の活性化

 都市機能の強化

 市街地の渋滞緩和

 周辺生活道路の
生活環境及び
交通安全の向上

 良好な景観の創出

 緊急輸送道路の確保

①

②

③

④
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事業効果アピール資料（１）
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アンケート結果（抜粋）

・自動車で快適に通行できるようになった（７９％）

・狭い抜け道を利用することがなくなった（１８％）

・通勤通学時間帯においてもバスが定刻で運行できるようになった

・バス乗降や貨物集配の停車に起因する渋滞が解消した

 ４車線化により渋滞が緩和し、城山北公
園線の旅行速度が２８％増加した。

 並行する生活道路の交通量が城山北公
園線に転換し（－１０％）、生活環境が向
上した。

 停車帯の整備により、渋滞が緩和すると
ともに集配業務が効率化した。

市街地の渋滞緩和

渋滞の緩和
（４車線化、停車帯の整備）

旅行速度
整備前（Ｈ２５） 整備後（Ｈ３０）

１４．１km/h → １８．１km/h
（＋２８％）

交通量
整備前（Ｈ２５） 整備後（Ｈ３０）

９，７２１台/12h → １０，７５１台/12h
（＋１１％）

生活道路の交通量
整備前（Ｈ２５） 整備後（Ｈ３０）

１，８７８台/12h → １，６８５台/12h
（－１０％）
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事業効果アピール資料（２）
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アンケート結果（抜粋）

・安心して歩けるようになった（８７％）

・散歩や散策する機会が増えた（１８％）

・車による通勤や通学をやめた（５％）

・街を歩く観光客が増えた

 安全で快適な歩行空間の確保により回遊性が高まり、歩行
者通行量が２１％増加し、自転車通行量も４５％増加した。

 中心部に広い街路空間が整備されたため、イベントなどの様
々なまちづくり活動での活用が期待されている。

イベントなどまちづくり活動での活用
（Ｈ３０国宝松江城マラソン）

安全で快適な歩行空間の確保
（幅員５．０ｍ、自転車走行位置の明示）

中心市街地の活性化
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事業効果アピール資料（３）
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 歴史的な街並みに調和するデザインの舗装材や街路灯を採用した。

 電線類の地中化により、良好な景観を創出した。

 出土した石材を活用したベンチや、歴史案内看板などを備えたポケットパークを沿道に５
箇所整備した。

景観向上

※シンボルツリー：「なんじゃもんじゃ」
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苦労や工夫等アピール資料
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 地域住民、島根県、松江市の連携・協働
により、みちづくり・まちづくりを進めた。

 地域住民が参加して、沿道建物の高さ制
限や用途地域の緩和変更、沿道地区の
まちづくりについて話し合いを重ね、まち
づくり計画を策定した。

 街路の具体的なデザインや歴史資源の
活用、沿道の魅力づくりについて、専門家
の助言を受けながら、地域住民と行政が
一体となって検討した。

連携・協働による

まちづくり・みちづくり
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苦労や工夫等アピール資料
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 発掘調査により明らかになった城下町の様子や人々の暮らしぶりを後世に伝えるため、
沿道８箇所に歴史案内看板を設置した。

 まち歩きの仕掛けづくりとして、「歴史探索マップ」を作成、配布した。

 出土した石材を活用したスツールや植栽桝を設置したほか、発掘された石組水路の石材
に松江城の石垣と同様の刻印が刻まれていたことから、刻印の入った石を沿道に整備し
たポケットパークに展示した。

歴史的資源を活かしたみちづくり

ポケットパークのスツールには
発掘調査で出土した石材を使用

ポケットパークに
松江城石垣の刻印の

レプリカを展示

ポケットパークに
「輪違紋」の刻印を展示

城下町松江を紹介する
歴史案内看板
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第２６回
（平成３０年度）

しまね景観賞
屋外広告物・その他部門

優秀賞
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